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主な活動　Ｄｏ 到 達 目 標 評価基準(Check)
成果と課題

Ｄo＆Ｃ
heck

来年度への提言
Ａction

教職員質問紙「授
業時間の確保がな
された」肯定的評
価９０％

規定授業時数の１
００％実施

教職員質問紙「ゆ
とりを感じること
ができる」５０％
以上

学校教育目標に向けて、適切な教育課
程の編成と運用を図る
　①週案の更なる改善
　②授業時間数確保の断行

各分掌・学年が働きやすい職場環境を
つくる
　①整理整頓
　　・職員室・机上・更衣室
　　・教室　・備品管理

　②会議日、テスト期間を利用して早
く
　　退勤するように努める
　③校務の情報化の推進
　　・指導要録の電子化
　　・情報機器の更なる整備

教員が学
校設備の
適切な運
用に努
め、危機
管理の各
種マニュ
アルに
沿った行
動をとる
ことがで
きる

毎月の安全点検
に挙がる修理の
必要な箇所５箇
所以内

使用量昨年比
５%減

故意による修繕
費０円

教職員質問紙
「避難訓練など
防災へのマネジ
メントは適切で
ある」肯定的評
価９０％以上

教職員質問紙
「個人情報の保
護に配慮した事
務処理を推進し
ている」肯定的
評価９０％以上

学校職
員が協
働し、
効率的
に活動
できる
環境の
整備

学校内にある設備・備品の適正な管理
と運用を行う
　①毎月の安全点検の徹底
　　・運営委員会の時間に点検実施
　　・点検しやすい新たな区割り
　　・管理責任者による点検を夏季休
業
　　　中に取り入れる。
　②備品点検の完全実施
　③オリエンテーションで設備備品の
　　使用についての注意喚起を行う

　生徒の安全意識や省エネ意識の向上
①節電・節水の呼びかけ
②防災グッズを使用した訓練の実施
　（納入後、実施時期を含め検討）

危機管理に対する教職員の意識の向上
を図る
　①データ管理の徹底
　　・公文書の管理
　②危機管理マニュアルの弾力的改定

教員がゆ
とりを
持って職
務に取り
組むこと
ができる

活動へ向けての努力事項　Ｄｏ

故意によ
る落書き
があり指
導した。

12月が寒
かったた
め電気代
が増加し
た。

管理責任
者による
一斉の点
検を持つ
ことが難
しかっ
た。

生徒指導
と連携し
て指導す
る。年度
初めのオ
リエン
テーショ
ンの中で
破損や道
具を大切
に使う話
をしてい
く。一斉
に稼働す
ると電気
代が高く
なってし
まった。
節電に心
がけた
い。

長期休業
中に管理
責任者に
よる安全
点検を実
施する。

防災グッ
ズを資用
意した訓
練の実施
を取り入
れる。

毎月NO残
業weekを
実施を継
続する。

快
適
な
学
校
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、

節
約
や
エ
コ
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

学
校
環
境
に
気
を
配
る

こ
と
の
で
き
る
生
徒

生
徒
が
「

安
心
・
安
全
な
学
校
で
あ
る
」

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

学校環境
の整備と
管理

学
校
職
員
が
「

仕
事
が
や
り
や
す
く
、

快
適
な
環
境
整

備
が
で
き
て
い
る
」

と
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
学
校

　　　　平成２７年度 総務管理部　年間分掌マネジメント　　　　岩美町立岩美中学校

学校教育目標 校訓「みずから学び　みずから鍛え みんなと生きる」を体現する生徒の育成

重点努力事項

(1)質の高い授業を実践することによって基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力の育成をバランスよく図り、自ら課
題意識を持って友と高め合うことのできる生徒を育成する。
(2)あらゆる教育活動を通じて辛抱・我慢できる心、困難に打ち勝つことのできる精神力、自己コントロールできる力を鍛
え、強くたくましい心と体を育成する。
(3)人のために自分には何ができるかを考え行動することが、最終的に自己理解や自分を大切にすることにつながることを
実感させ、将来の進路選択への展望を持たせる。

分掌重点目標 安心・安全で快適な学校生活の実現


